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ている 2)。厚生労働省 3)は、自殺やうつ病による経済的損失は年間で約 2.7兆円になると推
































したくなる衝動が出てくる心理状態を Bonding障害とよぶ 43) 。Bonding障害を予測する
因子としては、心的外傷後ストレス障害 44)、不安 45,46)、帝王切開 47)や緊急帝王切開 48)、子
























は 2015 年に 10 万件を突破し、児童虐待防止法が施行される前の平成 11 年度と比較して




























Health Questionnaire (GHQ)の点数がより高い値を示したことが指摘されている 11)。また、


















































































































うつ病と SOC の関連については多くの先行研究で示されている。フィンランド人 2,999
名を対象とした 1 年間の追跡調査では、1,000 人当たり 28.5 人のうつ病を認めたが、うつ
病の予測因子として、慢性疾患を患っていること、人間関係が希薄であることに加えて、




自殺リスクと SOC の関連についても報告されている。ノルウェー人 663名を対象にした
研究で、徴兵初期における SOC、自殺企図、自殺遂行を調査したところ、自殺企図 21.7%、




































































る。1 つは一時的なイベントにより SOC の変動が促される可能性が示されている。交通事
故で子供を亡くした親や、ストライキで重要な譲歩を勝ち取った組合員を例として、一時



























実際に、先行研究でも親子関係と SOC の関連については調査されている。Rivera ら 92)
は、思春期の SOC に関する研究のシステマティックレビューを行い、思春期の SOC の形
成には、家族、学校、友人、近隣の人々が関連していることを報告している。そのなかで
家族に関連するものとしては、家族の病気や死 93)、家族による潜在的なストレス 94)、家族







Volanen ら 34,35)は 16 歳以前に家庭内暴力や家庭内不和などがあると SOC が低下し、思春
期までの両親との離死別経験や親との良好な関係などが、その後の SOC と関連することを
指摘している。Feldtら 36)は 14歳時に良好な家族関係であったことが 42歳時に SOCが高
いことと直接の関連があったことを報告している。一方で、16 歳時の両親との同居、兄弟












































 子供時代の Bonding が成人期労働者のストレス対処力とストレス反応に与える影響につ
いて検討した。Web アンケートのデータを二次利用し、子供時代(20 歳未満)の Bonding、














































































































の割合が大きかった項目としては、虐待が 20.4%、家庭崩壊が 16.1%、家庭内暴力が 10.6%
であった。また、親子関係の相談件数で多かったものとしては、近親姦が 2,624件、その
他が 1,497件、不満が 872件となっていた。 
親子関係以外の相談と自殺念慮の関係を表Ⅱ-5に示す。親子関係以外の相談のなかで、
自殺念慮の割合が大きかった項目としては、思想が 26.5%、ライフイベントが 25.5%であ







































名(男性 266名、女性 530名)において、男性は家族による性的虐待率は 1.5%で、女性は家
族による性的虐待率は 8.4%であったと報告されている 108)。わが国の先行研究では、健康


















































































































































PBI(Parental Bonding Instrument)が存在するが、質問数が 25項目あり、調査全体の回答
率を上げるために質問数を限定する必要があったことから PBIは採用されなかった。 
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149)、年齢と SOC に関してピアソンの積率相関分析を行った。その後、Bonding 良好群と
Bonding不良群について、SOCを男女別に年齢を共変量とした共分散分析を行った。有意










9,525名(男性 6,042名、女性 3,483名)から回答が得られ、回答率は 43.4%であった。平
均年齢は 42.1±10.1歳であった。表Ⅲ-１に解析対象者の基本属性を示した。 





表Ⅲ-2に Bondingと SOCの関係を示した。Bonding良好群は男性で 4,592名、女性で
2,408名となり、Bonding不良群は男性で 1,450名、女性で 1,075名となった。男性に関し
ては、Bonding良好群で SOC 57.2±11.7点、Bonding不良群で SOC 53.3±12.2点となっ
た。年齢を共変量とした共分散分析を行うと、有意な差が認められた(p<0.001)。女性に関








































































































































れも少ない(家庭崩壊 68件、虐待 132件、子育て 20件、家庭内暴力 53件)。逆に、親子関
係の相談件数として多かった近親姦(2,624件)、その他(1,497件)、不満(872件)では、自殺
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表Ⅱ-1. 相談者の基本属性  
属性 未成年者 (%)  
性別  
男性 20,097 (82.6)  
女性 4,236 (17.4)  
相談内容  
親子関係 5,242 (21.5) 
親子関係以外 18,061 (74.2) 
両方 1,030 (4.2) 
身体的健康問題  
なし 18,679 (76.8)  
既往あり 362 (1.5)  
疑いあり 369 (1.5)  
治療中 866 (3.6)  
不明 4,057 (16.7)  
精神的健康問題 
なし 16,550 (68.0)  
既往あり 266 (1.1)  
疑いあり 1,977 (8.1)  
治療中 1,104 (4.5)  
不明 4,436 (18.2)  
自殺企図歴  
なし 21,249 (87.3)  
あり 532 (2.2)  
不明 2,552 (10.5)  
自殺念慮  
なし 22,681 (93.2)  




 自殺念慮なし 自殺念慮あり カイ二乗検定 
親子関係 (%) 5,127 (97.8) 115 (2.2) 
p < 0.001 親子関係以外 (%) 16,636 (92.1) 1,425 (7.9) 








 念慮なし 熟考中 危険な思考 予告あり 実行中 
親子関係 (%) 5,127 (97.8) 84 (1.6) 14 (0.3) 15 (0.3) 2 (< 0.1) 
親子関係以外 (%) 16,636 (92.1) 1,182 (6.5) 137 (0.8) 95 (0.5) 11 (0.1) 
両方 (%) 918 (89.1) 89 (8.6) 12 (1.2) 9 (0.9) 2 (0.2) 
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  表Ⅱ-4 親子関係に関する相談内容と自殺念慮の関係 
親子関係 自殺念慮なし(%) 自殺念慮あり (%)  
子育て 13 (92.9) 1 (7.1) 
扶養 9 (100) 0 (0) 
介護 10 (100) 0 (0) 
家庭崩壊 47 (83.9) 9 (16.1) 
家庭内暴力 42 (89.4) 5 (10.6) 
虐待 90 (79.6) 23 (20.4) 
近親姦 2,607 (99.4) 17 (0.6) 
不満 823 (94.4) 49 (5.6) 




親子関係以外 自殺念慮なし(%) 自殺念慮あり(%) 
ライフイベント 1,321 (74.5) 453 (25.5) 
思想 25 (73.5) 9 (26.5) 
仕事 206 (91.6) 19 (8.4) 
経済 17 (85.0) 3 (15.0) 
夫婦 62 (95.4) 3 (4.6) 
教育 1,562 (88.3) 206 (11.7) 
人間関係 1,517 (88.2) 203 (11.8) 
恋愛 2,451 (96.8) 81 (3.2) 
身体的健康問題 4,070 (97.5) 103 (2.5) 
精神的健康問題 1,608 (84.6) 292 (15.4) 
情報 94 (92.2) 8 (7.8) 






表Ⅱ-6. 自殺念慮についての二項ロジスティック回帰分析(N = 24,333) 
属性     B オッズ比   95%信頼区間 
   下限 上限 
性別     
男性(参照点) - - - - 
女性 1.24 3.45 3.03 3.92 
相談内容     
親子関係以外(参照点) - - - - 
親子関係 -0.854 0.426 0.342 0.530 
両方 0.379 1.46 1.12 1.90 
身体的健康問題     
なし(参照点) - - - - 
既往あり 0.432 1.54 1.05 2.26 
疑いあり 0.578 1.78 1.24 2.57 
治療中 0.416 1.52 1.19 1.93 
不明 0.071 1.07 0.887 1.30 
精神的健康問題     
なし(参照点) - - - - 
既往あり 0.576 1.78 1.13 2.80 
疑いあり 0.799 2.22 1.83 2.71 
治療中 1.28 3.59 2.92 4.43 
不明 0.140 1.15 0.940 1.41 
自殺企図歴     
 なし(参照点) - - - - 
 あり 4.35 77.3 60.1 99.5 





属性     B オッズ比   95%信頼区間 
   下限 上限 
性別     
男性(参照点) - - - - 
女性 1.40 4.06 3.41 4.85 
相談内容     
親子関係以外(参照点) - - - - 
親子関係 -0.865 0.421 0.309 0.574 
両方 0.460 1.58 1.13 2.22 
身体的健康問題     
なし(参照点) - - - - 
既往あり 0.563 1.76 1.07 2.89 
疑いあり 0.328 1.39 0.873 2.21 
治療中 0.574 1.78 1.32 2.39 
不明 -0.155 0.857 0.595 1.23 
精神的健康問題     
なし(参照点) - - - - 
既往あり 1.03 2.80 1.61 4.86 
疑いあり 1.05 2.86 2.24 3.65 
治療中 1.62 5.06 3.93 6.53 












属性 N SOC Bonding不良群(%) 
合計 解析対象者(9,525) 55.4 ±11.9 2,525 (26.5) 
性別 男性(6,042) 56.3 ±12.0 1,450 (24.0) 
 女性(3,483) 53.9 ±11.8 1,075 (30.9) 
年代 20代(1,061) 52.8 ±11.8 314 (29.6) 
 30代(3,112) 54.3 ±12.0 949 (30.5) 
 40代(2,904) 55.3 ±12.0 723 (24.9) 
 50代(2,011) 57.4 ±11.3 436 (21.7) 
 60代以上(437) 61.3 ±10.5 103 (23.6) 
最終学歴 高校(1,436) 53.7 ±11.7 409 (28.5) 
 高等専門学校(84) 55.1 ±12.3 17 (20.2) 
 短期大学(611) 53.8 ±12.1 159 (26.0) 
 大学(2,542) 54.7 ±11.6 679 (26.7) 
 大学院(4,236) 57.0 ±11.9 1,061 (25.0) 
 専門学校(589) 53.3 ±12.0 186 (31.6) 
 その他(27) 48.7 ±12.8 14 (51.9) 
雇用形態 常勤(7,252) 55.6 ±12.0 1,815 (25.0) 
 非常勤(1,958) 55.2 ±11.6 594 (30.3) 
 派遣(315) 53.2 ±12.5 116 (36.8) 
職種 教育・研究系(3,853) 56.9 ±11.9 1,017 (26.4) 
 事務系(3,065) 53.5 ±11.8 844 (27.5) 
 技術系(2,304) 55.7 ±11.9 577 (25.0) 
 その他(303) 54.0 ±12.1 87 (28.7) 
職位 管理職(1,900) 58.4 ±11.6 415 (21.8) 
  非管理職(7,625) 54.7 ±11.9 2,110 (27.7) 
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表Ⅲ-2. Bondingと SOCの関係(年齢を共変量とした共分散分析) 
  男性   女性 












df F値 p 



















1)友達は少なかった                        12)親が再婚した 
2)親友はいなかった                        13)親が失踪した 
3)いじめられていた                          14)実の両親以外に養育された 
4)いじめていた                          15)家庭内暴力があった 
5)不登校                                   16)親が精神的問題で治療を受けていた 
6)引きこもり                                17)父親は過保護だった 
7)身体的虐待を受けていた                     18)母親は過保護だった 
8)性的虐待を受けていた                         19)父親は放任だった 
9)ネグレクト（育児放棄）されていた               20)母親は放任だった 
10)親との死別                              21)父親は自分を認めてくれなかった 




首尾一貫感覚(Sense Of Coherence)13項目 7件法 
以下の人生についての質問で、１から７までのうち、あなたの感じ方を最もよく表している段階の番号
に、１つだけ○をつけてください。     
1 あなたは、自分のまわりで起こっていることがどうでもいいという気持ちになることがありますか？                               
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 




まったくなかった        いつもそうだった 
3  あなたは、あてにしていた人にがっかりさせられたことがありますか？                                            
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
まったくなかった        いつもそうだった 
4  今まで、あなたの人生は、                                           
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
明確な目標や目的はまったくなかった        とても明確な目標や目的があった 
5  あなたは、不当な扱いを受けているという気持ちになることがありますか？                                         
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
とてもよくある              まったくない 
6 あなたは不慣れな状況の中にいると感じ、どうすればよいかわからないと感じることがありますか？                           
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
とてもよくある            まったくない 
7 あなたが毎日していることは、                                                                                   
 1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
喜びと満足を与えてくれる       つらく退屈である 
8 あなたは、気持ちや考えが非常に混乱することがありますか？                                                        
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
とてもよくある            まったくない 
9 あなたは、本当なら感じたくないような感情をいだいてしまうことがありますか？                                   
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
とてもよくある            まったくない 
10 どんなに強い人でさえ、ときには「自分はダメな人間だ」と感じることがあるものです。                                    
   あなたは、これまで「自分はダメな人間だ」と感じたことがありますか？                                         
 1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
まったくなかった       よくあった 
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11 何かが起きたとき、ふつう、あなたは、                                                        
 1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
そのことを過大に評価したり、過小に評価してきた         適切な見方をしてきた 
12 あなたは、日々の生活で行っていることにほとんど意味がない、と感じることがありますか？                                  
1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 
とてもよくある            まったくない 
13 あなたは、自制心を保つ自信がなくなることがありますか？                                                    
 1----------------2----------------3----------------4----------------5----------------6----------------7 






性別 相談内容 身体疾患 精神疾患 自殺傾向 自殺未遂歴 
1.男性 1.子育て 0.なし 0.なし 0.なし 0.なし 
2.女性 2.扶養 1.歴あり 1.歴あり 1.念慮 1.あり 
 
3.介護 2.疑いあり 2.疑いあり 2.危険 9.不明 
 
4.家庭崩壊 3.治療中 3.治療中 3.予告 
 
 









    
 
8.不満 
    
 
99.その他 
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